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開催趣旨
運輸総合研究所アセアン・インド地域事務所（AIRO）は、2023

年12月にタイ王国観光・スポーツ省と、日タイの相互理解の促進、
相互交流の拡大、持続可能な観光の実現に向けて観光ワーキンググ
ループ（WG）を設置しました。これまで、両国において関心の高
いテーマとして、「国と地方のアイデンティティ・地方への観光客
誘致のための原動力〜日タイにおける戦略的取組とベストプラク
ティスについて」及び「地域主体の観光振興について〜コミュニ
ティーベースドツーリズム（CBT）のベスト・プラクティスに関す
る意見交換〜」について情報共有や意見交換を行ってきました。今
回のWGでは、これまでの議論の総括に加え、両国の観光有識者ら
による意見交換を通じて、地域資源を活用した高付加価値な観光
地・観光産業の実現に向けた対応策を探りました。

■開会挨拶
奥田 哲也　運輸総合研究所 専務理事／アセアン・インド地域事務所長

AIROは2023年２月、タイ王国 観光・
スポーツ省と共催で、バンコクにおいて観
光をテーマとしたシンポジウムを開催し、
コロナ後に挑む観光の変革、日タイは質の
高い観光に向けてどのように取り組んでい
くべきかについて議論を行いました。

そして、2023 年 12 月の本 WG 設置以
降３回にわたり、両国において関心の高いテーマについて議論を行
いました。昨年８月の第３回目のWGでは、タイのタキアンティア
コミュニティの視察を行うことができました。タキアンティアは
ビーチリゾートで有名なパタヤから少し山間部に入ったところにあ
り、名産品であるココナッツを生かした観光振興にコミュニティを
挙げて取り組んでいます。現地視察ではココナッツを利用した料理、
染物、ココナッツ農業でのディスクゴルフなどを体験した上で、自
立した地域経営のために、地域が主体となって地域に根ざした観光
振興を行うためにはどうすべきかについて議論を行うことができま
した。

本日は第４回目のWGとして、これまでのWGでの議論を取りま
とめるとともに、両国の域を超えたASEANや南インド地域等にお
ける観光の現状や今後のトレンドを踏まえ、今後のWGにおいて取
り上げるべきテーマについて、両国の観光の有識者の皆様による意
見交換を行っていただきます。

日タイ両国は政治外交、経済、貿易、文化、観光など幅広い分野
で長くかつ深い友好関係を築いてまいりました。これからの日本と
タイ両国の関係をさらに強固なものにしていくためには、より重層
的かつ広範にわたる人的、文化的交流を実現することが必要です。

本日のWGが日本とタイ両国における持続可能で、質の高い観光
の実現、さらには地域交流の拡大・充実への一助となることを期待
しております。また、本日のWGは、ASEANをはじめとした各国
の観光当局や観光関係者の皆様にもご参加いただいております。日
本とタイの持続可能な観光の実現に向けた課題は、日本とタイの両
国のみならず、広くASEAN各国に共通する課題であります。本日
のWGがASEAN各国における持続可能性に配慮した質の高い観光
の実現に貢献できれば幸いです。

ワニダ・パンサアード　タイ王国 観光・スポーツ省 副次官
本日のWGは、日タイの相互理解の促進、

双方向の交流拡大を目指すタイ王国 観光・
スポーツ省とAIROが設置したWGの成果で
す。タイと日本は素晴らしい文化的知見及
び豊かな自然を持っていることが明らかに
なっています。そのアイデンティティを生
かし観光を促進することは、両国の経済発
展に有益なものになると思います。過去のWGでは様々な課題が取
り上げられ、特に観光を促進するアイデンティティやCBTについ
て紹介されました。また両国の事例やベストプラクティスの政策に
ついて学びました。

しかしながら、現在、観光産業は新たな課題に直面しています。
持続可能な観光な実現するために、WGは観光業への影響を一緒に
分析し、知識をお互いに交換し合うことに力を入れています。本日
のWGは、「地域資源を活用した高付加価値な観光地・観光産業を
目指して」というテーマです。太平洋アジア観光協会（PATA）か
らの基調講演は、観光産業や観光客の動向、そして観光における付
加価値に関する内容となっており、タイ、日本、ASEANの政策立
案者にとって有益なデータが示されると思います。本日のWGは、
日タイの観光産業の発展にとって有益なものとなると強く信じてい
ます。また、人材力と競争力を高めることができるよう祈っており
ます。地域のアイデンティティの促進、リソースの効率的な管理、
公平な所得分配やコミュニティへの参加が、持続可能な発展に繋が
ります。

概要

■来賓挨拶
西岡 達史　在タイ日本国大使館 次席公使

本日のWGは、日タイ戦略的経済連携５ヶ
年計画に沿った大変意義深い取組である。
両国は共通の現代的課題を抱えており学び
合う関係になっている。両国ほど、お互い
にとって学び合うことが有意義な相手は他
にいない。観光業が基幹産業として発展す
るために、持続可能性は避けて通れない両
国共通の課題という意識に至っていると認識している。

ソラウォン・ティアントーン　タイ王国 観光・スポーツ大臣
本 WG が１年に３回も開催され、日タイ

の情報交換を継続的に推進していることに
感謝する。日本人観光客は重要な市場であ
る。2024年は100万人を超え、市場の成
長と顧客のニーズに合わせた観光商品のア
プローチを促進しようとするタイ王国にとっ
て重要な要素の一つである。さらに2025
年を「タイの観光とスポーツの年」と制定し、年間を通じて観光促
進する。本年は日タイ交流樹立138周年であり、とても素晴らし
い機会である。
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■基調講演
ツーリズムの再構築〜変化への適応と高付加価値な体験の創出〜
ポール・プルアンカーン　太平洋アジア観光協会（PATA）チーフ

（現在と将来の観光の動向）
アジア太平洋地域における、パンデミッ

ク前の2019年の全GDPに対する観光産業
のGDPの貢献度は9.7％である。国によっ
てGDPへの貢献度が異なってくるが、フィ
ジーでは35〜40％、タイでは約20％と非
常に大きな割合を占め、観光業がどのよう
に社会や経済に影響を与えているのかが窺
える。

2024 Annual Research: Key HighlightsASIA-PACIFIC

Asia Pacific Key Data

Total GDP contribution: Total Travel & Tourism jobs: 

2019

2023

2025
(E)

2034
(F)

9.7%
USD 3.05TN

Of Total
Economy

7.3%
USD 2.59TN

8.7%
USD 3.22TN

11.2%
USD 5.83TN

Change in 2020:

-56.9%
Annual Change:

+71.2%
( -15.3% vs 2019)

Economy Change: +4.4%

Annual Change:
+24.5% 

( 5.5% vs 2019)

CAGR (2024 - 2034)
+6.1%

Economy CAGR (2024 - 2034):
+3.5%

©2025 Pacific Asia Travel Association
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183.69 MN
=10.1%

(Share of Global Jobs)

181.73 MN
=9.6%

190.59 MN
=10.0%

254.77 MN
=12.5%

Change in 2020:

-21.2%

Annual Change:
+11.2%

(-1.1% vs 2019)

Annual Change:
+4.9%

(3.8% vs 2019)

New Jobs (2034 vs 2024)

64.18 MN

現在と将来の観光の動向（プルアンカーン チーフの講演資料）

（パンデミック後の観光変容）
パンデミック後は、デジタルノマドやブレジャー（ビジネスとレ

ジャーを一緒にする観光）が注目されている。パンデミックによっ
て人々のライフスタイルや思考が変化したことで、旅先の選び方も

変わってきた。どこに旅行すれば、最大の経験を受けられるのかを
第一に考えるようになったと言えるだろう。さらにテクノロジーや
AIも旅行者が選択する行き先に大きな影響を与えている。テクノロ
ジーとAIにより、行き先に関係する情報へのアクセスがより楽に便
利になった。さらにニッチな旅先、まだ隠れている旅先も第一に選
択され、旅行者が自分に合った観光の仕方をすることが非常に重要
になってきている。インターネットやAIを使って自分に合う旅行先
を選択する、そしてその情報を得るということがパンデミック後の
旅行者のスタンダードとなっている。本日お伝えしたい重要な部分
は、コロナ前後に関わらずテクノロジーが大きな影響を与えており、
今後もよりテクノロジーの活用を強化した旅の仕方になると想定さ
れることである。

パンデミック後の旅行者が求めているのは良い記憶を作ることで
ある。ただ旅をするだけではなく、どこに行ってどのような体験を
するのか、体で感じるのかということを第一に考えた観光の仕方が
現在のトレンドとなっている。

（国際観光客数の予測）
2025年から2027年の観光客数の予測について、図のように

マイルド（緑）、ミディアム（青）、シビア（赤）の３つのシナリオ
がある。３つのシナリオを作って検討することでより正しい数字を
予測することができるためである。2027年にはアジア太平洋地域
への観光客数はシビアのシナリオに基づくと６億9,230万人と予
測される。東南アジア地域への観光客数はミディアムのシナリオに
基づくと１億6,870万人と予測され、2019年比で119.8％もの
大きな成長を見込む。予測に関しては10年にわたり、既に検討が
なされているが、東南アジアは平均３〜５％の成長が常に見えてい
る。もちろん、各国の状況によって観光客数の差はあるが、東南ア
ジアが旅先として非常に人気である。東南アジアの旅行先ランキン
グを見ると、タイが一番人気であり、ベトナム、インドネシアが大

Forecast of visitor arrivals into Asia Pacific 
2025 - 2027, by Scenario

©2025 Pacific Asia Travel Association
All rights reserved. No part of this presentation may be reproduced in whole or in part without written permission of the publisher. www.PATA.org

Source:
● National Tourist Offices/National Statistics Offices; compiled by PATA
● PATA Asia Pacific Visitor Forecasts 2025-2027

国際観光客数の予測（プルアンカーン チーフの講演資料）
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きく成長していることがわかる。東南アジアの成長は数値を見ても
明確であり、このトレンド、そして旅行者の旅の仕方、ライフスタ
イルの変化が大きく影響を与えていると考える。日本と東南アジア
の関係性に関して、日本へ行く東南アジアの観光客数は大きく増加
中で、2019年から2027年までで44.5%の成長が見込まれる。
このような観光客の増加は経済にも貢献している。

日本、中国、韓国などを含む北東アジアへの観光客数の2027
年の予測については、マイルドのシナリオの元では３億9,600万
人であり、2019年比で13％増加の見込みである。インド、スリ
ランカ、モルディブなどを含む南アジアへの観光客についても
2025年から2027年で増加していく予測である。

（高付加価値な観光に向けて）
旅をするだけではなく、写真を撮るだけではなく、実際に旅行者

が時間を作って活動ができるようなことを取り入れるべき。非常に
興味深い活動として文化的な観光が挙げられる。文化に関係するこ
と、言語に関係すること、現地・地域の文化を体験できること、そ
のような観光の仕方が非常に大切で、旅先に求められている条件で
あると考える。その他にエコフレンドリーなアウトドアの活動、街
中での生活を忘れて自然の中でいろいろな活動をできるキャンピン
グなどのような形も求められている。さらにホームステイでは、地
域との仲を深める、食事や現地の人々の暮らしそのものを一緒に体
験することで、今までと違った経験ができる。その他では国内外問
わずコンサート、フェスティバル、現地のお祭りというものが現在
の旅行者には非常に人気である。このようにコミュニティを大事に
して、一緒に経験ができることが現在の観光業界に求められている
ものだと私は信じている。正直なところ、全ての観光地は一緒、つ
まりビーチはビーチ、山は山、川は川である。そのためどのように
差別化するのかというと、人である。人がどれだけ文化を経験させ
てくれるのかがとても重要である。コミュニティをどのように育成
し、成長させるのか、どのように人を育てていくのか、それがとて
も大切である。なぜならば、皆が経験を求めているからである。観
光業といっても我々の業界だけではなく、旅先の地域をより良くす
ることが我々の責任である。そうすることで差別化ができる。地域
の経済的なサポートや安全に関するサポートなどの社会的貢献をし
ていくべきである。そして、その旅先がより良くなることを世界に
発信していくことはとても大切である。発信をしていく中で、その
旅先が本当に良い環境になっているのかも、観光業にいる私達の責
任ではないかと思う。

そして、人に投資をすることが非常に大事であり、政府、その他
の部署で関係している方々からの協力を得ること、「人を成長させ
る、人に投資をすることが大事である」ことをコミュニケーション
を取りながら活動に落とし込むべきだと思う。なぜなら、これらが
パンデミック後の旅先に求められるものだからである。その他にも、
世界中の様々な観光関係の団体が、みんなで手を合わせれば、旅先
がより良くなり観光業もより良くなると思う。互いにプロジェクト
をより良くしていく、お互いに理解し合う、旅先をより良くする、
お互いに協力をし合うことはとても大切だと私は考える。旅先だけ
ではなく、この世界全体をより良い場所にしていきたい。それをで
きるのが我々観光業に関係している皆様だと信じている。

■過去のワーキンググループのまとめ
第２回WG：�国と地方のアイデンティティ・地方への観光客誘致の原

動力〜日タイにおける戦略的取組とベストプラクティス〜
富田 晃弘　運輸総合研究所アセアン・インド地域事務所 次長・主任研究員

日タイ４名の有識者による発表概要を説
明。とりまとめとして①国や地方が持つア
イデンティティの活用、②地域観光を担う
組織の役割、③少子高齢化に伴う競争力、
創造力、事業への影響、④地方分散、⑤人
材育成の５点に言及した。

第２回WGの概要は、「運輸総研だよりVol.11（2024夏
号）」P.80～83に掲載しています。

第３回WG：�地域主体の観光振興について〜コミュニティベースド
ツーリズム（CBT）のベストプラクティス〜

ゲサラポーン・ウィモンラット�  
タイ王国 観光・スポーツ省 国際部長

初日のタキアンティアコミュニティの現
地調査及び翌日の日タイ４名の有識者によ
る発表概要を説明した。現地視察したタキ
アンティアコミュニティの成功要因は、当
該コミュニティはココナッツが有名で、そ
の商品を生かしてアイデンティティを強化
するとともに、様々な政府機関と協働して、地元の強さを生み出し、
地域を守る機能を有している。

第３回WGの概要は、「運輸総研だよりVol.12（2024秋
号）」P.78～81に掲載しています。

■意見交換・質疑応答
【モデレーター】
タナーワット・リムパーニッグン�  
タマサート大学ビジネススクール 組織・起業・人材マネジメント学部 准教授

【パネリスト】
河田 敦弥　観光庁観光戦略課 課長
沢登 次彦　株式会社リクルート じゃらんリサーチセンター センター長
サンティ・サワンチャラロン　タイ国政府観光庁（TAT）総裁室 副局長
プラパッソーン・ワッタナプティ�  
持続可能な観光のための指定地域管理局（DASTA）クリエイティブ観光部 チーフ

●過去のワーキンググループのまとめ
◇パネリストのコメント

（タナーワット准教授）第２回と第３回のテー
マは面白いトピックスだと感じた。第２回
目で日本からDMOを中心とした地域開発に
ついて提案をいただき、非常に役に立つ情
報だと思っている。DMOに関し、タイの場
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合、良い戦略や計画が立てられても、地域のアプローチの段階とな
るとまだまだ課題が残る。強い団体や組織があれば、観光開発を
もっと実現できるのではないか。さらに、タイでは 5F（Food/
Film/Fashion/Fighting/Festival）などのキャンペーンが取り上
げられたが、キャンペーンだけでなく、実現に結びつけるような
プラクティスが必要だと考える。

（河田課長）日本では持続可能な観光を全て
の礎に政府が観光政策を進めている。WG
の中でテーマとなったCBTはまさに合致す
る方向で国としても検討中であり、さらに
2024年は過去最高のインバウンドのお客
様をお迎えし、ますますその重要性が高まっ
ている。日本は観光産業でもなかなか働き
手、担い手が集まらない課題があり、政府を挙げて対処しようとし
ている。その際にタナーワット准教授からもご紹介いただいた、
DMOを核として進めていこうとしている。47都道府県と市町村
がそれぞれの観光の魅力を伝えていくことでDMOの機能を強化し
ており、参加できなかったタキアンティアでの取組や、午後に訪問
するタラートプル等のタイでの地域の取組を是非参考にさせていた
だきたい。

（サンティ副局長）「コミュニティ」はTAT
のマーケティング戦略にとって非常に重要
なキーワードである。TATも全国で46の
事務所を持ち、まだ知られていない地域の
開発に重きを置いている。CBT を通じて、
収入格差を縮小することに力を入れている。
マーケティングは、ただ地域の開発だけで
はなく、タイランド・ツーリズム・アワードという賞（コンテスト、
年１回実施）も活用し、さらにITBベルリンなど国際経験の機会も
提供している。TATが担当するマーケティングの視点から、日本の
温泉観光に関するノウハウや経験を学びたいと思う。また、将来的
には、日本とクルーズの協働についても期待している。

（沢登センター長）「地方」がこれからの観
光をリードしていく必要性があると考え、
第２回WGではDMOの課題と可能性につい
て話した。それは地域の人だからこそ当事
者意識が生まれてくるだろうということと、
地域が進んでいくのをサポートする国とい
う位置づけが一番いいのではないかと思っ
たからである。ただ、タイの皆様の発表を聞き、国として提供価値
を明確化して訪れる価値を作る、そして地域が地域のここにしかな
い出会い、アイデンティティ、価値といったものを商品化してリ
ピーター化していくという連動性が重要だと思った。CBTの取組は
まさに今後の重要性を示唆するものではないかと思う。地域の文化
を深く理解し、そして生活様式を実際に体験することで、旅行者に
とっては満足度、地元の人たちには誇りと愛着、観光事業者にはビ
ジネスとしての採算が上がっていく、三方よしとなる。そして持続
性、リピーター化、地方分散などの様々なテーマの中でも、このア
プローチは有益な示唆がある。

（プラパッソーン チーフ）本 WG には初参
加だが、以前の講演者であるDASTAから
のワンビバ氏や参加していたメンバーから
も情報をいただき、今後の日タイの共通課
題について意見交換をした。その中でウェ
ルネスツーリズムや温泉観光は日本がすご
く強みを持っていることだが、タイも実は
温泉を有するのでどのようにパイロットプロジェクトとしてできる
か考えたい。共通のポイント、モデルとなる地域を決め、アク
ションプラン、予算管理、どのような機関が担当し、どのような
パートを誰が担当するのか、３〜５年のベストプラクティスができ
たら考える。これはタイと日本だけでなく、ASEAN地域全体に役
に立つベストプラクティスになるのではないか。また、次のテーマ
としては、例えば DMO を共通のトピックスとして続けながら、
もっと細かい具体的なテーマを決めていけば、知見の交換がより有
益なものとなり、ASEANにも提供できるのではないかと思う。

◇日本側からのコメント
（日本政府観光局（JNTO）バンコク事務所 中杉所長）第３回WG
で訪問したタキアンティアで、本当に現場で地域住民の皆さんが誇
りを持ち、地域のコンテンツを維持しながら、観光客を楽しませる
仕組みが作られていると思った。DASTAのような組織が長年活動
し、それをTATがプロモーションするところが制度、組織として
も非常に良くできており、我々も学ぶことが多い。JNTOではタイ
の方々に如何に日本を訪問していただくかを日々考えているが、タ
イの方々の日本の地方に行くモチベーションの調査では、「その土
地ならでは」の体験、食がトップ３に入っている。そこで、PATA
のポール チーフからも「人」という話があったように、「その土地
ならでは」を伝えられる人を育て、投資し、成長させることが非常
に重要ではないかと思う。また、日本の若年層が海外に行かない傾
向にあり、日本を訪れるタイの方々も３、40代の方が多く、20
代の方はコロナ前と比較しやや戻っていない感触。持続可能な観光
の観点からも「その土地ならでは」の体験を、例えば修学旅行・教
育旅行等で若い方が経験をすることは、将来的に双方の人流をより
活性化させるのに重要なのではないかと考える。

◇タイ側からのコメント
（タイ王国 観光・スポーツ省観光局（DOT）ウィラーパット氏）	
地元のアイデンティティを生かして、観光商品に付加価値に加える
ことはDOTの政策にも組み込まれている。DOTは基準を設定し、
優良事例をモデルとして開発を行う。実際にホームステイなどはそ
の開発中の例である。加えて、健康やエコフレンドリーに配慮した観
光商品についても開発されている。今後のWGでは現地訪問と並行
して、具体的で詳細な議論を行う機会をもっと増やせたらと考える。

◇モデレーターによるまとめ
（タナーワット准教授）皆さんの議論の中ではCBTやコミュニティ
の開発というワードがよく出てきたが、日タイでDMOの重要性を
通じてコミュニティの開発に注力することは、日本側のコメントが
非常に重要視されていると感じる。タイ側のサンティ副局長のコ
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メントについて、実際にコミュニティに入るだけではなく、そのコ
ミュニティに対するアワードや国際経験を与える機会が大変重要で
ある。プラパッソーン チーフのコメントについて、ベストプラク
ティスを拡大するためには最初のモデルができないと開発・発展し
にくいため、モデルの開発は重要である。さらに実際に本物を見る
ことができる、現地調査の重要性も大きいと感じている。

●今後のWGで取り上げた方が良いテーマ
◇パネリストのコメント

（タナーワット准教授）健康のための観光（ウェルネスツーリズム）
といった観点から温泉観光がテーマとして非常に面白いのではない
かと思う。日本は多くの温泉を有しており、実はタイでもパンガー
県やラノーン県で温泉観光の開発をした例もあり、両国で情報交換
しながら何か一緒に発展できるのではないかと考える。その他では
買い物やエンターテイメントがまとまっているクルーズ観光ももっ
といろいろな議論に繋げられるのではないかと思う。温泉やクルー
ズ以外の他の提案についてもあればぜひお願いしたい。

（プラパッソーン チーフ）商品に付加価値を付けるためにどのよう
な例があったかについて情報を共有したい。DASTAは持続可能な
商品をサポートし MOTS と協働している。まずは地域に対して
CBTタイランドの基準について育成する。次の商品化では、クリ
エイティブツーリズムという戦略があり、地元の人材を使ってクリ
エイティブな商品をどのように作ってきたか、地元の文化や生活の
価値を収入へ変えるプロセスの例を紹介する。ココナッツだけであ
れば１ドルの価値だけだが、ココナッツミルクでは２ドルに、食事
では３ドル、クッキングクラスとなれば15ドルに増えるなど、高
付加価値をつけることはできる。クッキングクラス＋野菜を自身で
収穫となれば２時間以上のコースとなり、30ドルの商品ができる
可能性もある。ガストロノミーについてはもっとクリエイティブな
要素、Farm to Table、畑からテーブルまでのプロセスをしっかり
と経験に変えることによって付加価値が追加されることになる。ク
リエイティブツーリズムに関しては12年間の経験を生かしてガイ
ドラインを作成したため、日本とASEAN諸国にも情報共有できる
と思う。スコータイ産のサンカロークという焼き物が非常に有名だ
が、その焼き物を体験できるというモデルもある。ナーン県のウェ
ルネスツーリズムの取組は、様々な伝統的なスパのノウハウを持っ
ており、タイ式マッサージや食事を一緒に食べるような総合的で伝
統的なスパコースもある。またDASTAはツールを発信しており、

14ヶ所のモデル地域やクリエイティブのキット、脱炭素の観光の
ガイドラインも作成しているので、ぜひ興味のある方は見ていただ
きたい。

（沢登センター長）温泉は素晴らしいテーマだと思う。日本人にとっ
て温泉は宿泊の際の目的と大いになり得るが、海外の方にとっては
まだまだランク外の状況であり、日本としてもやれることはあると
考える。別府温泉の鉄輪地区は若者や海外の方にとって人気であり、
昔の湯治文化を体験できるところが魅力となっている。箱根でも江
戸時代の石畳をガイドと歩き、関所などの江戸時代の雰囲気を感じ
ながら、最後に温泉で癒されるというところが人気である。温泉地
の高付加価値化に関しては、温泉＋α、温泉と食文化、歴史文化、
伝統文化、アクティビティ、アートなどと、組合せが多いほど、旅
行者の満足度が高まるというデータもあり、研究のヒントになるか
もしれない。もう１点、観光の人材課題に取り組んでいきたい。担
い手の人たちが生き生きと輝いていくことが非常に重要だと思う。
観光人材の確保、育成、定着のため、観光の仕事をすることが生涯
の憧れや目標となる世界を作ることが、持続性にとっては非常に重
要だと考える。

（サンティ副局長）クルーズ観光はTATの中で細かい戦略はまだな
いが、マーケティングする準備はできている。クルーズといえば
シンガポールが中心だが、マレーシアも港はできている。タイでは
まだハブがなく少し離れたところにクルーズ船が停泊し小船に乗り
換えるなど、移動の時間がかかる状況である。クルーズは千人〜
三千人の観光客を持ち２泊、３泊するルートもある。観光客の質も
高く、チャンスが非常に大きいと思うのでさらに推進したい。タイ
にもクロントゥーイ港やレムチャバン港でたまにクルーズが停泊す
ることもあるが、貿易を中心とするレムチャバン港ではまだクルー
ズの観光は発展できてないと思う。また、南部の方は、サムイ島な
どではまだ観光用の港がないことが課題である。ハジャイもポテン
シャルが高い地域であり、MOTSやシンガポールの関係者と南部
の港の方へ現地調査したこともある。タイはまだ経験が少ない分野
だが今後の観光産業にとって重要であると考えており、意見の交
換・交流ができたら幸いである。

CRUISE TOURISMCRUISE TTOURISM

クルーズ観光（サンティ副局長の講演資料）

（河田課長）クルーズに関して、日本は海に囲まれていることもあ
り、クルーズの寄港に以前からかなり注力している。国土交通省の
中に港湾局があり、港の整備とあわせてクルーズ船の誘致を行い、
それをJNTOがサポートするという体制である。定番のクルーズツ
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アー等と併せて我が国の知見を共有できたらと考えている。温泉に
関しては、第２回WGの議論でソフトパワーが取り上げられたが、
山形県には日本の伝統的な温泉街である銀山温泉があり、地域が伝
統的な建物等、様々な文化も含めて伝えることで、タイの方々を含
めた多くの海外の旅行者が来てくださっている。それ以外にも日本
全国に様々な温泉、ウェルネスがある。日本の場合は、DMOのよ
うな全体の司令塔として地域全体に観光の恩恵を行き渡らせるとい
うような取組がポイントである。兵庫県の城崎温泉も千年を超える
歴史がある伝統的なところだが、温泉を開放し自由に街歩きを楽
しんでもらう取組も行っている。

そのような取組が参考になるかと思っている。ポール チーフや
沢登センター長の発言にもあったように人は観光においてポイント
であり、コミュニティの魅力を伝える、支えるという点で人に着目
して深掘りすると面白いのではないか。

◇タイ側からのコメント
（タイ国政府コンベンション＆エキシビションビューロー（TCEB） 
ワニダ シニアマネージャー）TCEBは、政府機関や民間等と提携
しながらMICEの事業を推進する役割を果たし、タイをMICEのハ
ブにさせるミッションを持つ。現在「10 MICE City」というキャン
ペーンがあり、全国の10カ所で推進している。MICEは高いクオ
リティを持っているツーリズムだと思う。アジアのMICEのハブを
目指しながら推進しているタイではあるが、日本にも高い技術を活
用した持続可能なMICEの運営モデルがいろいろあると思うので、
MICEに関しても日タイで協力できたらと考える。１つ目は、マー
ケティングの活動を通じたビジネスマッチングのイベント、２つ目
はB to Bネットワーキングなどを通じた情報共有の場の提供、３
つ目は交流を通じた教育、人材育成、４つ目はソフトパワーという
キーワードを使った文化的なMICEの商品の推進、といった協力を
検討することで、MICEの持続可能な開発に繋がるのではないかと
強く思う。

（カセサート大学・研究開発推進機関「タイ科学・研究・イノベー
ション」（TSRI）ナタポン准教授）タイと日本の観光産業について
は共通するテーマが多く、その中のひとつは経済発展に繋がる観光
だと思う。タイは高齢化、少子化の課題にも日本と同様に直面して
おり、TSRIの研究では技術のツールに焦点を当てている。収入、
経済についてだけでなく、その関係性、例えば都会の人と地域の人、
タイ人と外国人といった繋がりを経済発展に繋げることができるの
では、と考えている。TSRIでは観光活動を支援できるようなツー
ルを多く持っており、例えば通信会社（携帯会社）と連携して、ま
だ知られてない地方へ行く観光客がどのようなトレンドを持ってい
るのか、どういう携帯の使い方があるのかを調査している。さらに
携帯の使い方だけでなく、地元にあるレストランや施設などからも
情報を得て調査している。現在、タイでは高速鉄道も建設されてお
り、鉄道観光にさらに期待できると思う。鉄道観光については、日
タイでアクセスやインフラに関するディスカッションもできるので
はないかと思う。その他、祭、フェスティバル、地元のお酒、ムエ
タイといったテーマで、北部・南部のユニークな文化を生かして
様々な観光商品に変えられたらと考える。日本人観光客や有識者に
意見をいただく機会をさらに増やせたら、タイの地域に貢献できる

のではないかと考える。

◇モデレーターによるまとめ
（タナーワット准教授）皆さんのコメントから４つ、５つほどのテー
マが取り上げられたが、すべては経済発展、高付加価値というテー
マで共通している。温泉観光について、温泉は温泉だけと思われが
ちだが、温泉プラスアルファという考え方はとても面白いと思う。
クルーズ観光とMICE観光についても、観光の価値はお金だけでは
なく、人との繋がりが重要であると考える。

●質疑応答
Ｑ（富田次長）：DASTAのプラパッソーン チーフに質問したい。
CBTについてケーススタディをされているとのことだが、タイの
CBTでは、サポートするような企業が参加して成功した事例とい
うのはあるのか。前回WGでタキアンティアを見せていただいた際、
地元の皆さんが取組をしっかりやられており、その中であまり民間
企業という話が出てこなかった感触を持った。
Ａ（プラパッソーン チーフ）：企業との関連について、もちろん一
緒にやっている。最初からDOT、TAT等の政府機関とも連携して
いるが、企業との提携に関しては「トラベルマート」というCBT
のプラットフォームを使用し、地元と企業のマッチングをやってい
る。マッチングの機会の他に、デスティネーション・マネジメン
ト・カンパニー（DMC）にもプロの専門家がおり、またローカル
のツアーの旅行会社や国際的な旅行会社なども重要な役割を果たし
ているため、そのような企業に提案する機会も作っている。さらに
ホテルと提携したり、リゾートレストランの経営者に連絡したりす
る役割もある。観光客の動きについて、全体を想像しなければ商品
を作れないため、そのプロセスは企業と民間と政府が一緒に動いて
いる。観光は協力して成功しなければという考え方があり、企業か
らよく協力を得られている。
Ｑ（ウィラーパット氏）：日本側とタイ側のパネリストに質問した
い。ポテンシャルのあるコミュニティツーリズムは、どうやって
もっと宣伝できるか、どのように外国の観光客を誘致できるか。
Ａ（サンディ副局長）：国際マーケットまで持っていくのはなかな
かハードルの高い課題である。地元コミュニティが自国内で強くな
らないと海外まで持っていくのは難しい。TATには海外の事務所が
29ヶ所あり、その事務所を使いながら、様々なソーシャルネット
ワークやメディアをタイまで連れてきてコミュニティのコンテンツ
を作成している。また、やはり現場の訪問が重要なので、外国人関
係者を連れて実際に見てもらうというキャンペーンもTATが実施
し、情報発信もしている。さらに、TATは全ての地域に事務所を
持っており、どの地域に対してどういうコミュニティがいいのかと
いう選択・検討をTATで既に行っている。コミュニティ自体が強
くなれば、そのコミュニティのホームページや情報発信のプラット
フォームから発信することで、TATのサポートがなくても海外の
人々が興味を持ってくれるだろう。
Ａ（沢登センター長）：どこにアプローチするのかが重要ではない
かと考えている。北日本の秋田県は、日本の中では観光地として難
しい地域だが、コミュニティを強く感じられる樺細工職人の体験や
酒蔵の中でのディナーなど、地域の方々と深く繋がるといった体験
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ができ、実はイギリス・ロンドンの質の高い観光を求めている富裕
層の関心が高く、現在定期的に、ロンドンの富裕層が秋田を求めて
訪れている。深く地域と繋がっていきたいと考える旅行者を顧客と
する旅行会社にアプローチしていくことが、ひとつの方法としてあ
るのではないか。また、もう一つは、日本に滞在する外国人は平均
12 日、２週間近く滞在するため、到着後に、どこに行こうかと
ショートトリップを考えることも多い。そのため、例えば東京であ
れば、シティホテルのコンシェルジュから日帰りや１泊程度でこう
いう旅がある、といったコミュニティツーリズムの価値を伝えてい
ただき、そちらへ旅行できるように提案していくようなやり方はあ
るかと考えている。

◇モデレーターのコメント
（タナーワット准教授）まず、コミュニティは自分から強くならな
いと、海外まで発信するのはなかなか難しいという課題が取り上げ
られた。そして、アプローチする先、ニッチなポテンシャルの考え
方も重要である。コミュニティは全ての観光客に向いているわけで
はないので、ニッチマーケットというキーワードも重要であると考
える。また、ワールドツーリズムマーケット等の国際的な機会に行
くチャンスも重要である。

■閉会挨拶
奥田 哲也　運輸総合研究所 専務理事／アセアン・インド地域事務所長

これまでのワーキンググループでの議論の総括として、地域の観
光を担う組織と地元住民が協力して、地域が持つアイデンティティ
や特産品を活用して付加価値をつけて魅力を創出し、誘客プロモー
ションなどを戦略的に推進していくことの重要性や、観光による利

益が地域に還元され、コミュニティの繁栄に資するよう観光を活用
した持続可能な地域経営がなされることの重要性、また中長期的な
人材育成、デジタルの活用、少子高齢化も踏まえ、様々な年代の登
用による観光産業の競争力の向上や高付加価値化の実現を目指すこ
との重要性などについてご指摘をいただいた。

また、今後このWGで取り上げていくべきテーマでは、温泉観光
やクルーズ観光といったそれぞれのテーマごとにどのような主体が、
どのように観光資源を磨き上げていくべきか、プロモーションをど
のように進めていくべきか、受け入れ環境整備はどう進めるべきか、
など様々な論点をいただいた。

本日の議論を踏まえて今後、事務局でテーマ選定作業を進めてま
いりたい。本日ご議論いただいた課題は質の高い持続可能な観光の
実現に向けて、日タイ両国のみならず、ASEANひいては世界に共
通する課題であると認識しており、その実現に向けて取組を進めて
いく上での貢献に繋がればと考えている。

ワニダ・パンサアード　タイ王国 観光・スポーツ省 副次官
本日お聞きしたテーマについての取組は、日タイの共通するテー

マから始めたらいいのではないかと強く感じた。温泉は日本が経験
豊かな国なので、タイも日本から学べたらいいと思う。

クルーズ観光も重要な課題であるが、その他の課題にも並行して
取り組んでいかなければならない。自然や文化、コミュニティのア
イデンティティ、IT技術も生かして、もっと地方にアクセスしやす
くなる商品開発ができるのではないかと思う。本日は半日という短
い時間だったが、日本側・タイ側双方の専門家からたくさんの地域
の経験を聞くことができ、これからの日タイの観光産業に繋がる、
効率的な持続可能な商品に発展できると思う。

当日の講演資料等は運輸総合研究所のWEBページでご覧いただけます。
https://www.jttri.or.jp/events/2025/symposium250305.html

会場の様子
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